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⑻

京極　優
ゆう

真
ま

くん
（河野中須賀）
12月２日生まれ

吉田　美
み

結
ゆ

ちゃん
（南久米町）
12月２日生まれ

宝栄　成
せい

悟
ご

くん
（西石井六丁目）
12月２日生まれ

目見田 綺
き ら り

莉ちゃん
（山越六丁目）
12月３日生まれ

相原　旬
しゅん

くん
（東石井六丁目）
12月５日生まれ

島上　楓
ふう

香
か

ちゃん
（古川北四丁目）
12月４日生まれ

亀岡　夢
ゆ

叶
の

くん
（美沢二丁目）
12月６日生まれ

髙松　瑠
る

花
か

ちゃん
（馬木町）
12月９日生まれ▷769

　誕生日の前月1日（必着）までに、郵送・eメールで赤ちゃんの写真、氏名（ふりがな）、性別、生年月日、住所、電話番号（郵送の場合は写真の裏に記入）を、〒790－8571 広報課 
kouho-baby@city.matsuyama.ehime.jpへ（応募多数の場合は抽選・応募写真は返却しません）

　「
な
じ
み
集
」
は
、
子
規
が
夏

目
漱
石
や
高
浜
虚
子
ら
友
人
98
人

の
俳
句
４
０
０
０
句
以
上
を
書
き

記
し
、
一
冊
に
ま
と
め
た
資
料
で

す
。
こ
の
資
料
を
調
べ
る
う
ち
に

新
し
い
事
実
や
謎
が
見
え
て
き
ま

　
旅
先
か
ら
絵
葉
書
に
ひ
と
言
添

え
る
よ
う
に
、
写
真
に
５
・
７
・

５
の
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
内
容
】
①
自
由
句
部
門
＝
お
題

「
瀬
戸
内
海
」「
道
後
温
泉
」「
松
山
」

の
写
真
と
俳
句
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
▼
優
秀
賞
１
人
（
10
万
円
分

の
商
品
券
と
松
山
特
産
品
）
な
ど

②
課
題
句
・
英
語
課
題
句
部
門
＝

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
▼
優
秀
賞

１
人
（
３
万
円
分
の
商
品
券
と
松

し
た
。
今
特
別
展
で
は
、
そ
れ
ら

を
関
係
資
料
と
と
も
に
追
い
な
が

ら
改
め
て
「
な
じ
み
集
」
の
魅
力

に
迫
り
ま
す
。

※
主
な
展
示
資
料
＝
「
な
じ
み

集
」、
子
規
筆
「
隅
田
の
由
縁
下
」

な
ど

【
期
間
】
12
月
17
日
㈯
〜
平
成
24

年
１
月
22
日
㈰（
期
間
中
は
無
休
）

【
場
所
】
子
規
記
念
博
物
館
（
道

後
公
園
）
３
階
特
別
展
示
室

【
観
覧
料
】
２
０
０
円
（
高
校
生

以
下
は
無
料
）

山
特
産
品
）
な
ど

【
申
し
込
み
】
12
月
20
日
㈫
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
、郵
送
、ｅ
メ
ー

ル
で
〒
530
０
０
０
５
大
阪
市
北
区

中
之
島
３

－

２

－

４
朝
日
新
聞
ビ

ル
５
階
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
「
写
真
俳
句
係
」・

http:// 
aspara.asahi.com/as/haiku/ 
nk9shahai@

asahiculture.
com

へ

【
問
い
合
わ
せ
】朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
☎
０
６

・

６
２
２
２

・

５
２
２
４（
月
〜
土
曜
10
〜
18
時
）

※
個
人
情
報
は
、朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
の
み

に
使
用
し
ま
す

【
日
時
】
平
成

24
年
１
月
２
日

（
月
・
休
）。
受

け
付
け
８
〜
９

時
・
検
寸
16
〜

17
時

【
場
所
】
中
島
（
受
け
付
け
・
検

寸
＝
中
島
大
浦
緑
地
公
園
）

【
内
容
】
①
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
②

一
般
の
部
に
よ
る
カ
レ
イ
釣
り

（
最
長
寸
な
ど
の
賞
あ
り
、
カ
レ

イ
姿
造
り
可
）

【
定
員
】
50
人
程
度

【
料
金
】
①
１
組
３
０
０
０
円
②

高
校
生
以
上
２
５
０
０
円
、
中
学

生
２
０
０
０
円
（
検
寸
時
に
用
意

す
る
モ
イ
カ
飯
・
豚
汁
代
な
ど
を

含
む
）

【
申
し
込
み
】
12
月
19
日
㈪
ま
で

に
、
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
輝
け
中

島
（
笹
野
）
☎
997
０
７
０
５
へ

力
向
上
と
豊
か
な
心
の
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内

の
同
教
室
は
18
カ
所
。

　「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
は
、
子
ど
も
の
健

全
育
成
の
場
と
し
て
小
学
校
空
き
教
室
な
ど
を

利
用
し
、
地
域
住

民
と
学
習
や
文
化

活
動
を
通
じ
交
流

す
る
取
り
組
み
で

す
。

　「
五
明
っ
子
ク

ラ
ブ
」
で
は
、
国

語
・
算
数
を
中
心

と
し
た
学
習
活
動

に
加
え
、
各
専
門

分
野
の
講
師
に
よ

る
体
験
学
習
な

ど
、
子
ど
も
の
学

　
４
日
、
新し

ん

北ぺ
い

投と
う

駅
前
の
会
場
で
後

見
人
と
し
て
協
定
書
に
調
印
し
た
野

志
市
長
は
「
松
山
と
さ
ら
な
る
交
流

が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。日
本

最
古
の
温
泉
、
道
後
に
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
５
・
６
日

は
同
会
場
で
道
後
み
こ
し
が
鉢
合
わ

せ
な
ど
を
披
露
し
、
台
北
市
民
約
10

万
人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
中
島
支

所
☎ 

997
１
８
４
１
・

 

997
１
５

８
５
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
（教）
地
域

学
習
振
興
課
☎ 

948
６
８
１
３
・

 
934
１
７
４
５
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
産

業
振
興
課
☎ 

948
６
５
５
７
・

 

934
１
７
６
４
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
（教）
子
規

記
念
博
物
館
☎ 

931
５
５
６
６
・

 

934
３
４
１
６
へ

『
幻
の
書
の
謎
を
追
う
』開
催

特
別
展「
な
じ
み
集
」第
三
回

子規博

1217～122

子規が書いた「なじみ集」

募
集

「
瀬
戸
内
・
松
山 

写
真
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」

2

　
同
じ
「
松
山
空
港
」
の
名
を
持

つ
縁
か
ら
交
流
を
進
め
る
台
北
市

松し
ょ
う
ざ
ん山
区
。
東
日
本
大
震
災
で
は
台

北
市
松
山
慈じ

祐ゆ
う

宮ぐ
う

な
ど
か
ら
多
額

の
寄
付
を
お
預
か
り
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
そ
の
台
北
市
温
泉
ま

つ
り
で
本
市
の
道
後
温
泉
と
新
北

投
温
泉
の
「
温
泉

友
好
交
流
」
の
調

印
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
今
ま
で
の
交
流
で
築
い
た
絆
か

ら
、
中
華
民
国
建
国
１
０
０
年
を

記
念
し
台
北
市
か
ら
要
請
さ
れ
た

も
の
で
、
ま
つ
り
会
場
で
は
道
後

か
ら
北
小
唐
人
大
神
輿
連
合
会
と

持
田
連
合
大
神
輿
の
２
体
の
み
こ

し
も
参
加
し
勇
壮
な
鉢
合
わ
せ
を

披
露
す
る
な
ど
、
市
民
レ
ベ
ル
で

の
交
流
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
様
子
は
、
地
元
の
マ

ス
コ
ミ
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
本
市
の
文
化
を
台
湾
の
人
々
に

知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
さ
ら

に
交
流
が
深
ま
り
、

「
松
山
か
ら
松
山
へ
」
夢
の
架
け

橋
（
チ
ャ
ー
タ
ー
便
）
が
実
現
し

「
一
人
で
も
多
く

の
人
を
笑
顔
に
」

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　松
山
市
長

 

　野
志
克
仁

松
山
か
ら
松
山
へ

「
俳
句
の
都
松
山
」か
ら
17
文
字
の
思
い
、
写
真
に
添
え
て

五明っ子クラブ
„
放
課
後
子
ど
も
教
室
“で
文
科
大
臣
表
彰

子どもの学習能力向上を目指す「五明っ子クラブ」

　学校・地域の協力が表
彰された原動力だと思い
ます。これからも子ども
がしっかりとした学習習
慣を身につけることがで
き、また体験活動の時間
も増やすことができるよ
う頑張りたいです。

コーディネーター
干田尾 睦枝さん

　
国
際
交
流
の
新
た
な
絆
が

広
が
り
ま
し
た
。
11
月
４
〜

６
日
に
台
湾
・
台
北
市
で
開

催
さ
れ
た
「
台
北
市
温
泉
ま

つ
り
」
に
お
い
て
、
道
後
温

泉
旅
館
協
同
組
合
と
台
北
市

温
泉
発
展
協
会
が
友
好
協
定

に
調
印
し
た
ほ
か
、
道
後
み

こ
し
の
鉢
合
わ
せ
や
本
市
の

観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
で
両
市
の
交

流
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
産
業

振
興
課
☎ 

948
６
５
５
６
・

 

934
１

７
６
４
へ

道
後
温
泉

新
北
投
温
泉

道
後
温
泉

道
後
温
泉友
好
協
定
を
調
印
台湾で
松山PR

台北市で鉢合わせをする道後みこし 友好協定調印式に出席した野志市長

　
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
に
お

い
て
、
優
れ
た
効
果
を
上
げ
た
放
課

後
子
ど
も
教
室「
五
明
っ
子
ク
ラ
ブ
」

が
11
月
７
日
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

みんなの協力あってこそ


